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図は､人の恩考の基盤であり知識表現の主要手段である音詩 とは､① 意味単位 を表す
記号 ◎ 記号間の関係の表現 の2点において性格を異にしており､ここから双方の表
現枚能の違いがもたらされる｡ (表 1)
【 自然言語 】 【 図 】
意味単位 それ自体とはかけ離れた姿の特定 文字､各席弁別記号､事象 と相似
意味単位 一次元 (時系列)の僻序配列の規 記号群 を配直 と線分等によっ.T開,
a)関係 則に従って関係ずけちれる-文法 係すけ､図形構過 として写 し出すi-1
衰塊機能 ◎抽象的な意味内容の表現 × 抽象的意味内容の表現は難 し.t､さ
○ 事実命膚の連鎖によっ七､特 ･TJr.× 理解の筋道は基本的.に蛭読取 る
定の.理解の筋道を表現できる× .表象がしにくい 側にゆだねられる.ただしこれは○包容力につながる○ 表象に特長
















A 遠近配置 (集める) B 配列配置 (並べる) ゲシュタル ト法則が働 く｡
2)図形の指示機能による関係ずけ
ィ.連冶図形 (結ぶ) ロ.領域図形 (囲む､分割する)
3)意味単位記号の表現による関係ずけ :
a 形状の差異による｡方向性も含める｡ b 寸法 (大きさ)の差異による｡
C 表面処理 (色彩､バタンなど)の差異による｡
●_● ィ →1イ ●●

























〇 〇 〇 〇
o O o O
b.寸法
鴨□ 1□





翠 ●● ●● ●● ●● ● 一'-I.';.'
･∴●.:. ●●●l ∴: * .¢尊:×
3.3種の基本形式 (領域系､連結系､配列系)
ところで､我々は上記の関係ずけの基本方法を意図 して使い分ける｡これは､それらが
単に記号群を関係ずける働き (部分集合の形成 )だけでなく､ ｢関係の意味内容｣や関係
の横道を表わす上で､特有の機能を有しているためである｡また基本方法を組合せる場合
にも､特定の関係の意味や樵道に重きを置き､それを表現するにふさわしい方法を主たる
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､分類カテゴリー - 定性的順序配列 - 数量による頼序配列 .- 空間上の駐解 と
の対応 という過程でデカル ト座標の類に至るという見方も出来るかも知れない｡
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行列配列からデカル ト座棟へ｡
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1: ｢関係づけ ｣という視点か ら見 ると､ ご指摘の通 り順序づけほ重要な方法です｡た
だここでは､あくまで ｢二次元空間上の視覚表現で表す方法 ｣､ とい う視点から捉えてい
ます｡空間上に同時並存状態 として表 される図形か ら､順序 という一次元的関係を読み取
らせるための方法は種 々あ りますが､ これ らを集約すると､やは り､ 配置 (並べる)､図
形の指示機能 (連結図形 )､ そして意味単位記号の表現､ のいずれか､ あるいはその組合
せに依存するとい うことにな りました｡番号づけは､意味単位記号による指示､ また楽譜
のようなスコアは配置による指示が基本 となっていると考 えます (これ らについては､図
の体系で触れてお ります｡ 今回ごく一部を紹介 したため､ 説明不足にな りました)｡ 順序
づけは関係づけの概念 としては最重要なものの一つですが､ ｢図表現の方法 ｣という視点
からは独自の方法 として取 り出 しにくいと考えます｡関係ずけの方法､ そのものに対する
分類 ということであれば､先生のご指摘の視点から別の分灯ができると思います｡
時空4次元世界に生超す るさまざまな現象に私達が捉える関係は多彩です二回表現はそ
の一･-･部を表現する手段にす ぎませんが､ コンピュータ ･グラフィックスという強力な武器
を手にしたことで､ とくに順序､ もしくは時系列変化の表現が容易にな りました｡ ダイナ
ミクスを加え､時空 4次元の関係表現 という視点から今回分類を再度検討する必要がある
ことは痛感 してお ります｡
2: 形象系につ いては､筆者 らの間で相当議論されました｡結果ここでは､ 1-4まで
の方法区分にはな じみにくい図で､①視覚表現上､意味の 単位を表す記号とそれらの関係
を表す上で､他の方法のi:うに特定のルールに基づかない､ もしくは しぼられない､より
自在な図形 (形 )表現､②表現された ｢形 ｣そのものが担 う意味が重要な役割を担 う､の
視点を併せて､ ｢包括的 ｣ にまとめることにな りました｡ ご指摘のカタス トロフィの図は､
3次式 をもとに表わされた という意味では座標系の方がふ さわ しい､ という見方もありま
したが､表わされた結果としての ｢図形 ｣そのものががよく知られ (カタス トロフィの型)
､独立 して理解の手段とな っていることから､⑧の視点か らあえてこの区分に入れました｡
なお本文で ｢あいまいさを許す ｣としたのは､ この区分に入る図に､意味の単位や関係
が分節化されて明確に表現 されないものが多いためです｡ 短 くまとめたため説明が片手落
ちにな りました｡.とは云え先生のご指摘 もあり､形哉系については再考 したいと思います｡
また分常を細か (すれば､ もっと納得のいく整理ができるかとも思 いますが､パースの
記号論のように､ ふくれ上がる恐れ もあ り､ また今回は問題碍超 とい う意味からあえて強
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